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（１）ビジネス環境整備に向けた川崎市と海外自治体等とのGtoG関係の
充実・拡大

国・地域 取組概要

ラオス
ＪＩＣＡラオス国「水道事業運営管理能力向上プロジェクト（MaWaSU2）」
（2018-2023）へ川崎市が参画。構築した関係をベースに展開を検討

インドネシア
マカッサル、バンドン、両市において採択された「JICA草の根技術協力事
業（地域活性化特別枠）」の実施体制に、かわビズネット会員を参画しプ
ロジェクトを通じて現地展開の促進を目指す

 これまで関係のあったラオス、インドネシア等との関係を引き続き充実させ
ると共に、新たな国・地域ともGtoG関係の構築を図り、会員のビジネス展
開に向けた環境整備を行う。
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（２）会員企業による各種スキームへの応募に対するサポート

①JICA／中小企業・SDGｓビジネス支援事業への応募

 会員企業２社と川崎市が協力し、２０１９年５月に事業へ応募（審査結果の通知は
８月下旬を予定）

 採択された場合、JICAとの契約交渉成立後に２０２０年１月を目途に事業開始予
定（事業の終了は２０２０年８月を予定）

② 国土交通省／下水道技術海外実証事業（WOW TO JAPANプロジェクト）への応募

 会員企業２社と川崎市が協力し、２０１９年５月に事業へ応募（審査結果は６月下
旬の第３者委員会後に通知される予定）

 採択された場合、２０１９年７月上旬に請負契約締結後に事業開始予定（事業の
終了は２０２０年３月を予定）

 JICAや省庁等から公示される調査事業等へ応募の意向がある会員に対し、
JICA・省庁等との事前面談等での協力や川崎市の事業運営ノウハウを活か
した協力を実施する。
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（３）環境分野との連携

 かわさきグリーンイノベーションクラスターとの定期的な情報交換や、会員
同士の連携に向けた取組を実施する。
（かわビズネットとしての団体加入は2015年4月）

かわさきグリーンイノベーションクラスター連携イメージ図
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（１）会員間等のネットワーク強化に向けた機会の創出

 海外水ビジネスの契機となるセミナーや会員
間等のネットワーク強化に向けた交流会等を
開催する。

セミナー開催（昨年）

（３）第12回川崎国際環境技術展でのブース出展

（２）メール配信等による情報の提供

 協力団体や海外自治体等と連携して最新の情
報を入手し、メール配信やかわビズネット会
員専用ホームページ等により、会員へ情報を
随時提供する。

 2019年11月13日（水）14日（木）にカルッツ
かわさきで開催される「第12回川崎国際環境技術
展」においてブースを出展し、かわビズネットを
PRする。

かわビズネット紹介パンフレット
（日本語・英語併記）
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（４）第１１回 水道技術国際シンポジウムでの情報発信

 201９年７月９日（火）～１1日（木）にパシフィコ横浜で開催される
「水道技術国際シンポジウム」の川崎市上下水道局出展ブースにおいて
情報発信を行う。

（５）海外からの研修生・視察者の受入機会を通じたかわビズネットPR

 海外からの研修生・視察者の受入を通じて、かわビズネットのPRを
実施する。

研修生・視察者の受入国・地域
（2011-2018年度：63か国から1173名）
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（６）長沢浄水場【水とかがやく未来館】内「かわビズネットコーナー」での

情報発信

企業展示の募集 201９年５月1０日（金）～１７日（金）

展示企業の決定
アズビル金門株式会社、ＪＦＥエンジニアリング株式会社、
東芝インフラシステムズ株式会社、フジテコム株式会社

展示期間 原則として１年間（1年ごとに展示企業を募集）

かわビズネットコーナー 企業展示
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（７）入江崎水処理センター【ワクワクアクア】内「かわビズネットコーナー」

での情報発信

企業展示の募集 2018年7月3日（火）～１3日（金）

展示企業の決定
株式会社インフォマティクス、ＪＦＥエンジニアリング株式会社、
東芝インフラシステムズ株式会社、株式会社日本海水

展示期間 原則として１年間（1年ごとに展示企業を募集）

かわビズネットコーナー 企業展示

水・環境ソリューションハブ

認定拠点都市
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（１）インドネシア・マカッサル市での活動

案件名
マカッサル市における地下漏水対策実行能力向上プロジェクト
－水資源の有効利用に向けて－

活 動
川崎市の有する技術・ノウハウを移転すると共に、会員の技術・製品を
共有・普及する機会を創出

実施期間 2019年度～2022年度（3年間）

これまで
の経緯

2016年10月：川崎市による現地調査

2017年 5月：川崎市による現地詳細調査・協議

2017年10月：川崎市の提案がＪＩＣＡ草の根技術協力事業

（地域活性化特別枠）に採択

2017年12月：川崎市による事業計画等協議

2019年 1月：ＪＩＣＡ草の根技術協力事業開始に向けた

関係機関との事前協議

JICA草の根技術協力事業（地域活性化特別枠）の実施
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（２）インドネシア・バンドン市での活動

案件名 バンドン市における水環境改善のための人材育成プロジェクト

活 動
水環境改善に向けた住民啓発のノウハウを移転すると共に、会員の技術・
製品を共有・普及する機会を創出

実施期間 2019年度～2022年度（3年間）

これまで
の経緯

2016年 2月：都市間連携の覚書を締結

2017年 1月：川崎市による現地調査

2017年 3月：バンドン市水道公社による川崎市訪問

：かわビズネット「会員企業PR」の実施

：「バンドン展開セミナー」開催

2017年10月：かわビズネット官民共同ニーズ調査を実施

2018年 4月：川崎市の提案がＪＩＣＡ草の根技術協力事業

（地域活性化特別枠）に採択

JICA草の根技術協力事業（地域活性化特別枠）の実施


